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(57)【要約】
電力供給される対象物の充電可能ユニットに電気エネルギーを供給するためのシステムで
あって、配電網及び／又は再生可能電気エネルギー源から電気を供給するための少なくと
も１つの入力ラインと、任意選択で、交流を直流に変換するための、入力ライン内に配置
された第１のコンバータと、入力ラインに接続され、（ａ）直列又は並列に配置された複
数のスーパーキャパシタ、並びに（ｂ）そのスーパーキャパシタから出力電圧及び電流を
供給する手段、を含む少なくとも１つの電気エネルギーの貯蔵装置と、貯蔵装置からの出
力電圧を充電可能ユニットの充電電圧まで昇圧又は降圧するように構成された少なくとも
１つの第２のコンバータと、システムに接続されており、充電電圧を使用可能にして充電
可能ユニットを充電するために対象物上の対応するコネクタ手段と協働するように構成さ
れた、少なくとも１つの分配手段とを備えることを特徴とするシステム。
【選択図】　なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力供給される対象物の充電可能ユニットに電気エネルギーを供給するためのシステム
において、
　配電網及び／又は再生可能電気エネルギー源から電気を供給するための少なくとも１つ
の入力ラインと、
　任意選択で、交流を直流に変換するための、前記入力ライン（複数可）に取り付けられ
た第１のコンバータと、
　前記入力ライン（複数可）に接続され、（ａ）直列又は並列に配置された複数のスーパ
ーキャパシタ、並びに（ｂ）前記スーパーキャパシタから出力電圧及び電流を供給する手
段、を含む少なくとも１つの電気エネルギーの貯蔵装置と、
　前記貯蔵装置（複数可）からの前記出力電圧を前記充電可能ユニットの充電電圧まで昇
圧又は降圧するように構成された少なくとも１つの第２のコンバータと、
　前記システムに接続されており、前記充電電圧を使用可能にして前記充電ユニットを充
電するために前記対象物上の対応するコネクタ手段と協働するように構成された、少なく
とも１つの分配手段と、
を備えることを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記システムが、前記貯蔵装置に保存された電気エネルギーが前記配電網に供給される
ことを可能にするために、前記貯蔵装置の上流に設置された切替ユニットをさらに備える
ことを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記スーパーキャパシタが、炭素電極、イオン液体電解質、及び中間のイオン透過性ポ
リマー膜で構成されることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記貯蔵装置が、少なくとも１つのリチウムイオン電池セルと、不燃性電解質を使用す
る少なくとも１つのスーパーキャパシタセルとから構成されること、並びに前記電池セル
（複数可）と前記スーパーキャパシタ（複数可）セルが互いに交互に配置されることを特
徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記貯蔵装置が、外部環境からの保護をするハウジング内に設置され、前記ハウジング
が任意選択で地下に設置され、水密性及び／又は気密性であることを特徴とする、請求項
１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記ハウジングが、前記貯蔵装置を一面に覆う不活性又は不燃性のガスも収容すること
を特徴とする、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記第２のコンバータが、前記貯蔵装置の前記出力電圧を２５０～１５００Ｖの範囲の
直流電圧に調節するために使用されることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記第２のコンバータが、前記貯蔵装置の前記出力電圧を２５０～３５０Ｖの範囲の直
流電圧に調節するために使用されることを特徴とする、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記第２のコンバータが、前記貯蔵装置の前記出力電圧を７００～１５００Ｖの電圧に
調節するために使用されることを特徴とする、請求項７に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記貯蔵装置の充電状態、及び／又は故障の検出を管理及び報告するための、マイクロ
プロセッサをベースとする制御ユニットをさらに備えることを特徴とする、請求項１～９
のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１１】
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　システムのある場所、又は外部のユーザへ情報を送信するための無線送信機をさらに備
えることを特徴とする、請求項１～１０のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１２】
　風力タービン、水力タービン、水力発電ユニット又は太陽発電デバイスのうちの１つ又
は複数をさらに備えることを特徴とする、請求項１～１１のいずれか一項に記載のシステ
ム。
【請求項１３】
　前記貯蔵装置が、遠隔地点でエネルギーを供給するために移動できることを特徴とする
、請求項１～１２のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記貯蔵装置が、乗用車、バン、トラック、列車、船、ボート、航空機、又は他の輸送
形態に取り付けられることを特徴とする、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　インバータが、前記貯蔵装置からの直流出力を充電可能ユニットへの交流入力に変換す
るために使用されることを特徴とする、請求項１～１４のいずれか一項に記載のシステム
。
【請求項１６】
　前記システムからの出力電力が、前記配電網及び／又は前記再生可能エネルギー源から
の入力電力よりも高いことを特徴とする、請求項１～１５のいずれか一項に記載のシステ
ム。
【請求項１７】
　前記配電網及び／又は再生可能エネルギー源から前記システムへの入力電力が、出力電
力よりも高いことを特徴とする、請求項１～１６のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１８】
　３５０ｋＷ以上の出力を生成することができる充電可能ユニットへの入力を供給するこ
とを特徴とする、請求項１～１７のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１９】
　７００ｋＷ以上の出力を生成することができる充電可能ユニットへの入力を供給するこ
とを特徴とする、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　１０００ｋＷの出力を生成することができる充電可能ユニットへの前記入力を供給する
ことを特徴とする、請求項１９に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電力供給される対象物の充電可能ユニット（例えば、電池又はスーパーキャ
パシタ）に電気エネルギーを分配するシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＥＰ２６２０３１５には、整流直流から直流への変換装置変換装置を使用して高圧電池
に放電するために高圧リンクコンデンサによるエネルギー貯蔵を利用することが記載され
ている。このエネルギー貯蔵は、本明細書で説明するシステムとは非常に異なる。
【０００３】
　米国特許出願公開第２０１０００２６２４８号にはスーパーキャパシタをベースとする
充電ユニットから、第２のスーパーキャパシタによって電力供給される携帯型電子デバイ
スへ電気エネルギーを急速伝送するための装置が開示されているが、以下で説明するタイ
プの統合型システムは教示されていない。
【発明の概要及び発明を実施するための形態】
【０００４】
　それゆえに、電力供給される対象物の充電可能ユニットに電気エネルギーを供給するた
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めのシステムであって、
　　配電網及び／又は再生可能電気エネルギー源から電気を供給するための少なくとも１
つの入力ラインと、
　　任意選択で、交流を直流に変換するための、入力ライン（複数可）内に配置された第
１のコンバータと、
　　入力ライン（複数可）に接続され、（ａ）直列又は並列に配置された複数のスーパー
キャパシタ、並びに（ｂ）そのスーパーキャパシタから出力電圧及び電流を供給する手段
、を含む少なくとも１つの電気エネルギーの貯蔵装置と、
　　貯蔵装置（複数可）からの出力電圧を充電可能ユニットの充電電圧まで昇圧又は降圧
するように構成された少なくとも１つの第２のコンバータと、
　　システムに接続されており、充電電圧を使用可能にして充電可能ユニットを充電する
ために対象物上の対応するコネクタ手段と協働するように構成された、少なくとも１つの
分配手段と
を備えることを特徴とするシステムが提供される。
【０００５】
　１つの実施形態では、システムは車両又はロボットの給油所として具現化され、複数の
スーパーキャパシタを備える貯蔵装置は、その周囲環境から貯蔵装置を保護する金属製の
箱等のハウジング内に配置される。ハウジングは水密性に、また任意選択で気密性にする
ことができる。別のものでは、ハウジングは安全な場所、例えば地下に配置することがで
き、任意選択で、サービス技術者又は同様の知識のある人がアクセスできる検査ハッチ又
は保守ハッチを備える。別の実施形態では、ハウジングには窒素等の不活性ガスが、貯蔵
装置を一面に覆って火災損害のリスクを最小限にするために充填される。こうすることは
、貯蔵装置が例えばリチウムイオン電池貯蔵装置と一緒に収容される場合に特に重要にな
り得る。さらに別の実施形態では、貯蔵装置は、互いに離れている供給源と使用者の間の
移動貯蔵装置としてエネルギーを供給するために、乗用車、バン、トラック、列車、船又
は航空機等の乗り物の上又は中に取り付けることができる。
【０００６】
　１つの実施形態では、入力ラインは、例えば電気を国内の家庭、事務所又は工場に供給
するために日常的に使用される種類の、電気を供給する全国的又は地域的な配電網等の既
存の物理的インフラストラクチャに接続される。スーパーキャパシタがこの種の環境で使
用される場合、自動車等の急速充電を実現するために、スーパーキャパシタ貯蔵装置を使
用して入力ラインの電力定格を増強することができる。例えば、定格が５０ｋＷ充電をす
るだけしかない入力ラインが、３５０ｋＷ、７００ｋＷ、１０００ｋＷさらにはそれより
大きい電力を供給するように、またそれゆえに再充電時間が短くなるように容易に増強さ
れ得る。別の実施形態では、入力ラインは、再生可能エネルギー源を取り入れることによ
って生成されるグリーン電力の独立型供給源に代替的又は追加的に接続される。このタイ
プの例としては、風力タービン、波力タービン、水力発電プラント、及び太陽エネルギー
収集装置が挙げられるが、これらに限定されない。風力タービン及び再生可能エネルギー
等の他の変動発電資産の場合、高出力の電気エネルギーを受け取り、その後そのエネルギ
ーを低出力で配電網に供給することが有利であり得る。例として、ある風力タービンは９
００ｋＷで電気エネルギーを生成することができるが、この電気エネルギーは、後で配電
網に１５０ｋＷ未満で供給するためにスーパーキャパシタ貯蔵装置に取り込むことが可能
である。この融通性により、このような資産のためのインフラストラクチャを簡略化する
ことができる。さらに別の実施形態では、再生可能エネルギーの供給源は、本発明のシス
テムと統合され、そのシステムと同じ場所に配置されるか、又は近傍に配置されるもので
ある。
【０００７】
　１つの実施形態では、再生可能エネルギーの供給源は、配電網にも接続されている入力
ラインと共同で使用され、したがって、貯蔵装置（複数可）は満充電されているが再生可
能エネルギー源はなお発電している場合に、得られる電気エネルギーを配電網へ切替ユニ
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ットによって転送することができる。この切替ユニットは、配電網の需要が高いときの付
加目的のために、貯蔵装置からの電気が配電網に返されるように構成することもできる。
このように貯蔵装置は、ピーク時とピーク時外の差別価格がある場合に、エネルギー鞘取
り売買に使用することができる。この手段によって、本発明の複数のシステムは、電気エ
ネルギー貯蔵の分散手段を作り出すように様々な場所に配置して、消費者からの要求に配
電網自体がより適切に対応することを可能にする。
【０００８】
　太陽パネルによって発電される場合、これらのパネルは、都合のよい任意の場所に設置
することができる。例えば、給油所の場合では、パネルのために特に確保された隣り合う
地域内である。別法として、パネルは、システムと結び付けられた建物、例えば、家族の
家、又は自動車給油所等の小売商建物と一体にすることができる。この後者に関して、シ
ステムは例えば、従来の炭化水素燃料、又は水素若しくはアンモニア等の未来の燃料を分
配する従来の給油所に設置することができる。不燃性電解質を用いたセルを含む貯蔵装置
の本質的な安全性は（以下で説明されるように）、高圧水素ガスが燃料用途に同じ施設で
分配される場合に特別な利点になる。
【０００９】
　貯蔵装置の上流には、配電網及び／又はタービンをベースとする再生可能エネルギー源
からの交流を直流に変換する第１のコンバータが、入力ラインの中に任意選択で配置され
ることがある。再生可能エネルギー源が（例えば、太陽パネルからの）直流である場合、
第１のコンバータが完全に省かれてもよい。従来のタイプの電流コンバータのいずれも、
それに要求される動作に適した定格であるならば、使用することができる。
【００１０】
　貯蔵装置に使用されるスーパーキャパシタは原則として、周期的な再充電で大量の電荷
を受け取り、保持し、分配することができる任意のタイプのものでよい。この点に関して
、システムの要件を満たすようにサイズの調整ができる、そのような市販されているオプ
ション品が多くある。１つの好ましい実施形態では、スーパーキャパシタはセルを備える
ことができ、このセルは、その主要構成要素として炭素電極（任意選択でグラフェン、黒
鉛状炭素及び／又はカーボンナノチューブ等のナノカーボン導電成分を含む）と、不燃性
のイオン液体電解質（例えば、複素環式の窒素又はリン塩基の塩）と、中間のイオン透過
性ポリマー膜とを備える。このようなスーパーキャパシタの適切な構成要素に関するさら
なる情報については、電池充電器と一緒に使用するために開発された、ＧＢ２５３２２４
６に記載されているスーパーキャパシタセルが注目されるが、この特定のタイプのセルに
ついての言及が限定するものとして解釈されるべきではない。
【００１１】
　１つの代替実施形態では、貯蔵装置は、少なくとも１つのリチウムイオン電池セルと少
なくとも１つのスーパーキャパシタセルとから、これらの構成要素が互いに交互に配置さ
れる構成において不燃性電解質を使用して、構成することができる。貯蔵装置は、その中
に含まれるセルを加熱又は冷却する装置を、低温の影響を緩和するために、又は冷却によ
って性能若しくは寿命を改善するために含むこともある。これらの装置は、電気ヒータ、
又はファンによる空調ユニットを備え得る。
【００１２】
　各貯蔵装置は、充電されるべき対象物、例えば自動車、ロボット等の対応するコネクタ
手段と協働するように、また電気経路を形成するように設計された少なくとも１つの分配
手段に接続される。例えば、分配手段とコネクタは一緒に、ピンプラグ・ソケット構成体
を構成することができる。これによって、対象物の充電可能ユニットは充電することがで
きる。１つの実施形態では、充電可能ユニットは１つ又は複数のリチウムイオン電池を含
むか、これらで構成される。別の実施形態では、充電可能ユニットは、１つ又は複数のス
ーパーキャパシタで構成される。さらに別の実施形態では、充電可能ユニットは、少なく
とも１つのリチウムイオン電池及び少なくとも１つのスーパーキャパシタで構成される混
成物である。１つの好ましい実施形態では、充電可能ユニットは、電動自動車の構成要素
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又は部品を備える。別の好ましい実施形態では、充電可能ユニットは、電動自動車を充電
するために必要なインフラストラクチャの一部を備える。
【００１３】
　貯蔵装置と各分配手段の間に、貯蔵装置出力がエンドユーザ要求を満たすように適応さ
れることを確実にするための第２のコンバータが配置される。この第２のコンバータは、
１つ又は複数のトランス、電流コンバータ、インバータ、エネルギーコントローラ、電池
管理システム等を含み得る。１つの実施形態では、貯蔵装置のＤＣ（直流）電圧出力を、
対象物の充電要件と適合したレベルまで昇圧又は降圧するように設計されたＤＣ－ＤＣコ
ンバータが使用される。例えば、自動車の場合では、このＤＣ電圧出力は、何百ボルトも
の範囲の電圧への電圧変換、例えば、２５０～１５００ボルト、２５０～３５０ボルト、
７５０～１５００ボルト、又は好ましくは３５０～７５０ボルトの範囲への電圧変換を一
般に必要とする。別の実施形態では、インバータが、貯蔵装置のＤＣ出力を充電される対
象物へのＡＣ（交流）入力に変換するために使用される。代替的又は付加的に、貯蔵装置
の個々のエネルギー保存要素は直列に配置して、貯蔵装置出力の電圧を上昇させることが
できる。
【００１４】
　システムは任意選択で、貯蔵装置の充電状態を管理及び報告するための、及び／又は故
障を検出するための、マイクロプロセッサをベースとする制御ユニットも含む。システム
は、そのような情報をシステム自体の中の遠隔地点、又はシステムにアクセスしたいユー
ザ（例えば、必要な量の電気の用意ができており分配できる給油所を探している、自動車
運転者）に送信するための無線送信機を含み得る。システムは、消費者に提示する価格を
決定するために、エネルギー市場又は供給者と連絡を取ることもできる。「待ち行列飛越
し」又は充電速度の面で差別的な優先順位付けを求める消費者には、複数の価格がシステ
ムから提示され得る。
【００１５】
　本発明によるモジュールシステムは、以下のように構築することができる：
　　本発明者らの以前の欧州特許出願第３４２７２８１号に記載されている、ナノカーボ
ン含有陽極及び陰極と、イオン液体電解質とで構成されたタイプのスーパーキャパシタセ
ルが用意される。各セルは、その最大電圧で達成される最大保存エネルギー容量を有する
。セルは、０Ｖと、この最大電圧との間で充電及び放電することができる。すべてのセル
について数十万又は数百万サイクルの寿命を確保するために、セルは、限定された電圧範
囲にわたって最も好ましく充電及び放電される。この電圧範囲は、例として、最大電圧の
１０％と９０％の間である。０．５Ｃと１００Ｃの間と等値の出力電流が可能であり、こ
こでＣは、システムを１時間で完全に放電するために必要な電流である。車両を３５０ｋ
Ｗで充電するシステムは、例えば３Ｃと１０Ｃの間で充電及び放電をすることができる。
【００１６】
　　このようなセルの各パックは互いに並列に接続されて、大幅に低減されたインピーダ
ンスを有する、したがって個々のセルと同じ電圧範囲にわたって電力供給が改善されてい
る中間電力パックが製作される。このパックは、セル出力電流にパック内のセルの数を掛
けた値に等しい出力電流を有する。
【００１７】
　　このようなパックは直列に接続されて、パックの累積電圧範囲にわたってパックの累
積保存エネルギー容量を有するモジュールが製作される。このようなモジュールは、個々
のパックと同じ出力電流を有する。
【００１８】
　　モジュールは、ラックアセンブリ内で直列に配置されて、含まれるモジュールの累積
電圧範囲にわたって動作するモジュールの累積保存エネルギー容量を有する、二次電力ユ
ニットが製作される。このような二次電力ユニットは、含まれるパック及びモジュールと
同じ出力電流を有する。
【００１９】
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　　二次電力ユニットは並列に接続されて、二次電力ユニットと同じ電圧範囲にわたって
動作する、含まれる二次電力ユニットの累積保存エネルギー容量を有する一次電力ユニッ
トが製作される。その動作電流は、二次電力ユニットの累計になる。
【００２０】
　　一次電力ユニットは、エネルギー供給システム、例えば車両充電器に最適入力を供給
するように構成される。この構成は、直列に配置されたこのようなユニットの「連なり」
の形にすることができる。
【００２１】
　次に、一次電力ユニットは、より幅広い施設、例えば自動車給油所の要件に応じて接続
及び構成することができる。
【００２２】
　上述のモジュールシステムは、広範囲の施設規模に対して広範囲の出力条件を与えるよ
うに構成することができる。このシステムは、自動車充電、配電網レベルのピークシェー
ビング、ロードレベリング、再生可能発電資産の出力を減衰させること、遠隔エネルギー
供給等の（これだけに限らないが）広範囲の用途に対し、適応性及び適用可能性の点で利
益をもたらす。システムは、広範囲の入力条件から同一の出力を与えて、入力エネルギー
が生成されシステムに伝送される方法によって顧客経験が影響を受けないことを可能にす
るように構成することもできる。
【手続補正書】
【提出日】令和2年11月19日(2020.11.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力供給される対象物の充電可能ユニットに電気エネルギーを供給するためのシステム
において、
　配電網及び／又は再生可能電気エネルギー源から電気を供給するための少なくとも１つ
の入力ラインと、
　任意選択で、交流を直流に変換するための、前記入力ライン（複数可）に取り付けられ
た第１のコンバータと、
　前記入力ライン（複数可）に接続され、（ａ）直列又は並列に配置された複数のスーパ
ーキャパシタ、並びに（ｂ）前記スーパーキャパシタから出力電圧及び電流を供給する手
段、を含む少なくとも１つの電気エネルギーの貯蔵装置と、
　前記貯蔵装置（複数可）からの前記出力電圧を前記充電可能ユニットの充電電圧まで昇
圧又は降圧するように構成された少なくとも１つの第２のコンバータと、
　前記システムに接続されており、前記充電電圧を使用可能にして前記充電ユニットを充
電するために前記対象物上の対応するコネクタ手段と協働するように構成された、少なく
とも１つの分配手段と、
を備えることを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記システムが、前記貯蔵装置に保存された電気エネルギーが前記配電網に供給される
ことを可能にするために、前記貯蔵装置の上流に設置された切替ユニットをさらに備える
ことを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記スーパーキャパシタが、炭素電極、イオン液体電解質、及び中間のイオン透過性ポ
リマー膜で構成されることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
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　前記貯蔵装置が、少なくとも１つのリチウムイオン電池セルと、不燃性電解質を使用す
る少なくとも１つのスーパーキャパシタセルとから構成されること、並びに前記電池セル
（複数可）と前記スーパーキャパシタ（複数可）セルが互いに交互に配置されることを特
徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記貯蔵装置が、外部環境からの保護をするハウジング内に設置され、前記ハウジング
が任意選択で地下に設置され、水密性及び／又は気密性であることを特徴とし、好ましく
は前記ハウジングが、前記貯蔵装置を一面に覆う不活性又は不燃性のガスも収容すること
を特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記第２のコンバータが、前記貯蔵装置の前記出力電圧を２５０～１５００Ｖの範囲の
直流電圧に調節するために使用されることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記第２のコンバータが、前記貯蔵装置の前記出力電圧を２５０～３５０Ｖの範囲の直
流電圧に調節するために使用されることを特徴とする、及び／又は前記第２のコンバータ
が、前記貯蔵装置の前記出力電圧を７００～１５００Ｖの電圧に調節するために使用され
ることを特徴とする、請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記貯蔵装置の充電状態、及び／又は故障の検出を管理及び報告するための、マイクロ
プロセッサをベースとする制御ユニットをさらに備えることを特徴とする、請求項１～７
のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項９】
　システムのある場所、又は外部のユーザへ情報を送信するための無線送信機をさらに備
えることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　風力タービン、水力タービン、水力発電ユニット又は太陽発電デバイスのうちの１つ又
は複数をさらに備えることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記貯蔵装置が、遠隔地点でエネルギーを供給するために移動できることを特徴とし、
好ましくは前記貯蔵装置が、乗用車、バン、トラック、列車、船、ボート、航空機、又は
他の輸送形態に取り付けられることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　インバータが、前記貯蔵装置からの直流出力を充電可能ユニットへの交流入力に変換す
るために使用されることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記システムからの出力電力が、前記配電網及び／又は前記再生可能エネルギー源から
の入力電力よりも高いことを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記配電網及び／又は再生可能エネルギー源から前記システムへの入力電力が、出力電
力よりも高いことを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１５】
　３５０ｋＷ以上の出力を生成することができる充電可能ユニットへの入力を供給するこ
とを特徴とし、好ましく７００ｋＷ以上の出力を生成することができる充電可能ユニット
への入力を供給することを特徴とし、より好ましくは１０００ｋＷの出力を生成すること
ができる充電可能ユニットへの前記入力を供給することを特徴とする、請求項１に記載の
システム。
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